
金
田
さ
ん
に
総
合
化
事
業
計
画
認

定
証（
六
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法
）

　

金
田
正
さ
ん
（
祖
母
井
）
が
、「
完
熟
に
っ
こ
り
梨
」
を
使
っ

た
地
サ
イ
ダ
ー
・
あ
め
の
新
商
品
開
発
と
製
造
・
販
売
事
業
で
、

農
林
水
産
大
臣
か
ら
、
地
域
の
農
産
物
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
の
六
次
産
業
化
・
地
産
地
消
法
に
基
づ
く
総
合
化
事
業
計
画

認
定
証
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
田
さ
ん
は
、
芳
賀
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
の
梨
ジ
ュ
ー
ス
、
梨

ゼ
リ
ー
な
ど
も
販

売
し
て
お
り
、
今

後
は
梨
ア
イ
ス
、

梨
ビ
ー
ル
な
ど
の

商
品
化
も
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

芳
賀
支
部
消
防
操
法
大
会

　

６
月
30
日
（
日
）
真
岡
市
八
条
の
公
設
芳
賀
地
方
卸
売
市

場
で
、
栃
木
県
消
防
協
会
芳
賀
支
部
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

芳
賀
町
代
表
と
し
て
第
２
分
団

第
２
部
（
下
高
根
沢
地
区
）
が
出

場
し
、
開
会
式
で
は
、
指
揮
者
の

齋
藤
都
史
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣

誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２
分
団
第
２
部
は
、
こ
の
日

の
た
め
に
、
４
月
か
ら
厳
し
い
早

朝
練
習
な
ど
重
ね
、
結
果
４
位
と

な
り
ま
し
た
。
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

原
田
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
表
彰

を
受
彰

　

６
月
18
日
（
火
）
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
総
会
で
、
原
田
幹
也
さ
ん
（
稲
毛
田
）
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
田
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
て
い

て
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
宇
都

宮
地
方
法
務
局
長

表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

稲
毛
田
自
治
会
・
西
水
沼
自
治
会

ハ
イ
キ
ン
グ

　

稲
毛
田
自
治
会
と
西
水
沼
自
治
会
で
、
健
康
増
進
と
地
域
の

ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

稲
毛
田
自
治
会
は
６
月
２
日
（
日
）
奥
日
光
方
面
へ
36
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
西
ノ
湖
〜
千
手
が
浜
の
１
時
間
半
の
コ
ー

ス
で
は
、
シ
ラ
カ
バ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
美
し
い
新
緑
の
中
、
ク
リ

ン
ソ
ウ
の
群
生
や
子
鹿
が
出
迎
え
て
く
れ
て
、
談
笑
し
な
が
ら

歩
き
、
戦
場
ヶ
原
の
雄
大
な
景
色
も
堪
能
し
ま
し
た
。

　

西
水
沼
自
治
会
は
６
月
16
日
（
日
）
鹿
沼
市
の
古
峰
ヶ
原

（
こ
ぶ
が
は
ら
）
高
原
へ
41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
や
シ
ロ
ヤ
シ
ロ
な
ど
の
花
が
見
頃
を
迎
え
た
新

緑
の
中
、
思
い
思
い
に
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲

稲
毛
田
自
治
会

▲

西
水
沼
自
治
会
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鈴
木
さ
ん
が

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
彰

　

６
月
15
日
（
土
）
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
栃

木
県
誕
生
１
４
０
年
県
民
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
内
の
表
彰
式
で
、鈴
木
義
惠
さ
ん
（
東
水
沼
）

が
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
昭
和
55
年
か
ら
現
在
ま
で
、
町
の
交
通
指
導

員
と
し
て
活
動
を

続
け
て
い
て
、
長

年
に
わ
た
り
町
民

の
交
通
安
全
の
確

保
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

田
口
さ
ん
・
坂
本
さ
ん
が

県
知
事
か
ら
感
謝
状

町
内
各
地
で
夏
祭
り

　

６
月
５
日
（
水
）
県
庁
の
昭
和
館
前
庭
で
行
わ
れ
た
不
法
投

棄
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
に
先
立
ち
、
廃
棄
物
監
視
員
の
田
口
富

男
さ
ん
（
稲
毛
田
）
と
故
坂
本
治
一
さ
ん
（
芳
志
戸
）
が
、
県

知
事
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

  　
　
　

田
口
さ
ん
と
故

坂
本
さ
ん
は
平
成

19
年
度
か
ら
業

務
に
携
わ
り
、
長

年
の
功
労
に
対
し

感
謝
を
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

７
月
６
日
（
土
）
上
延
生
の
加
波
山
神
社
で
は
、
青
年
部
有

志
が
焼
き
そ
ば
を
作
り
ま
し
た
。
上
延
生
公
民
館
で
は
、
絵
画

や
手
芸
、
写
真
な
ど
趣
味
の
作
品
展
が
開
か
れ
、
子
供
会
育
成

会
が
こ
ど
も
み
こ
し
を
担
い
で
練
り
歩
い
た
あ
と
、
花
火
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
13
日（
土
）八
ツ
木
の
八
坂
神
社
に
は
、多
く
の
人
が
集

ま
り
、お
酒
や
野
菜
を
奉
納
し
て
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。法
被

を
着
た
子
ど
も
た
ち
も
大
勢
集
ま
り
、子
ど
も
み
こ
し
や
お
は

や
し
の
列
は
、
辺
り
が
暗
く

な
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
（
土
）
上
稲
毛

田
の
琴
平
神
社
で
は
、
15
人

の
若
衆
と
芳
賀
中
学
校
柔
道

部
員
が
山
車
を
引
い
て
練
り

歩
き
ま
し
た
。
お
は
や
し
は
、

祖
母
井
の
西
町
・
上
横
町
お

は
や
し
会
が
担
当
し
、
日
が

沈
み
暗
く
な
る
ま
で
、
軽
快

な
リ
ズ
ム
を
刻
み
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
活
動

　

７
月
６
日
（
土
）
道
の
駅
は
が
周
辺
で
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
強
調
月
間
街
頭
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社

会
の
実
現
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
的
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

天
気
が
良
く
暑
い
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
保
護
司
、
民
生
児

童
委
員
、
青
少
年
健
全
育
成
推

進
協
議
会
委
員
、
更
生
保
護
女

性
会
員
、
芳
賀
中
学
生
や
真
岡

警
察
署
員
な
ど
が
参
加
し
て
、

啓
発
の
チ
ラ
シ
や
う
ち
わ
を
配

布
し
ま
し
た
。

道
の
駅
は
が
縁
日
ま
つ
り

　

７
月
６
日
（
土
）
道
の
駅
は
が
で
、
縁
日
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

七
夕
の
日
を
前
に
笹
が
飾
ら
れ
、

町
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の

子
ど
も
た
ち
の
願
い
事
が
書
か
れ

た
色
と
り
ど
り
の
短
冊
が
、
た
く

さ
ん
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ふ
ら
り
の

前
に
は
、
金
魚
す
く
い
や
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
の

コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、
訪
れ
た
親
子

連
れ
は
、
わ
い
わ
い
楽
し
そ
う
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

▲

田
口
　
富
男
さ
ん

   
 

▲

加
波
山
神
社
（
上
延
生
）

▲

八
坂
神
社
（
八
ツ
木
）

　
▲

琴
平
神
社
（
上
稲
毛
田
）
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